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平成２７年度第５回循環型社会推進会議会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２８年３月２３日（水） 

  開会 午前１０時 

  閉会 午前１１時３０分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 南庁舎２階 ２０１会議室 

３ 出席委員 

  東 珠実、吉田 民子、白坂 弘子、渡辺 安正、深田 定雄、 

服部 亜紀、杉島 重男、鍋島 洋行、松原 八壽雄   計９名 

４ 欠席委員 

  浅見 洋子  計１名 

５ 傍聴者数 

  １名 

６ 出席した事務局職員 

  環境課長 石坂 清二、環境事業センター所長 鈴木 利幸、 

環境課長補佐 川本 英貴、環境事業センター所長補佐 山崎 力、 

環境課主査 長田 篤 

７ 議題等 

 １ 座長あいさつ 

 ２ 報告事項 

  ⑴ ごみの排出量について 

 ３ 議題 

  ⑴ プロジェクトの中間報告について 

 ４ その他 
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８ 会議の要旨 

環境課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東座長 

環境課長 

 

 

東座長 

 

 

長田主査 

東座長 

 

 

環境課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 定刻になりましたので、ただ今から「平成２７年度第５回 尾張

旭市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。 

本日、浅見委員から欠席のご連絡を受けていますので、ご報告させ

ていただきます。 

 本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基づき、

傍聴を認めていること。また「附属機関の会議録等作成に関する基準」

に基づき、本会議の会議録につきましても情報公開の対象となること

も、あわせてご了承いただきますようお願いいたします。 

では、本日の会議資料の確認から始めてまいります。事前配付させ

ていただきました資料は、ご持参いただけましたでしょうか。もし不

足がありましたら事務局までお申し出ください。 

特にないようでしたら、次第に沿って会議を進行させていただきま

す。 

次第１「座長あいさつ」を座長の東先生にお願いします。 

＜あいさつ＞ 

ありがとうございました。このあとは、次第に従って議題に入って

まいりますが、ここからは座長である東先生に議事の進行をお願いし

ます。 

それでは次第に沿って議事の進行をさせていただきます。 

次第２報告事項⑴「ごみの排出量について」、資料１により事務局

から説明をお願いします。 

＜資料１で説明＞ 

ただいま事務局から、「ごみの排出量について」の説明がありま

した。 

 ご意見等がありましたら、よろしくお願いします。 

ごみの排出状況に関連して、前回杉島委員からいただいたごみ減量

施策に関して、市としての考え方を示してほしいということでしたの

で、今後市では雑がみの減量、生ごみの減量、市民への周知の徹底の

３点に力を入れていきたいと考えております。 

 まず１点目の雑がみの減量についてですが、市で雑がみ袋を作製し

ましたので、その雑がみ袋を使って、市民のかたにきちんと雑がみを

分別していただくように啓発していきます。また、自治会の環境イベ

ント等でも雑がみ袋を活用していただき、市民のかたに広く浸透して

いくようにしていきたいと思います。他には、過去に作成した雑がみ

分別のＤＶＤがありますので、出前講座や資源ごみ回収団体（子ども

会）で積極的に活用していきたいと思います。 

 ２点目の生ごみの減量についてですが、現在行っている生ごみ処理
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機の補助を継続で進めていきます。また、生ごみの堆肥化を市民団体

に委託して協力をいただいておりますので、家庭から出る生ごみを、

市民団体が独自で開発しました容器を使用して堆肥化するモニター

になっていただき、実際に生ごみの堆肥化を体験して興味を持ってい

ただきたいと考えております。 

 ３点目は「水切りダイエット」という器具を利用し、こちらもイベ

ント等で市民のかたにモニターになってもらい、効果を見極めて周知

していきたいと思います。 

 ３月１日号の広報には、組成調査の結果をお知らせするとともに、

雑がみ分別についても掲載しております。また、ケーブルテレビでも

３月１５日からの放送で、環境課の職員が雑がみの分別について特集

で出ておりますので、そういったメディアも活用して今後も広く市民

のかたに周知を図っていきたいと考えております。 

 他には、リサイクル広場拡充プロジェクトでも報告書にあがってお

りました、自治会の環境部会などへの勉強会を開催し、施設見学や市

のごみの現状も学んでいただき、自治会員のかたへお伝えしていただ

ければ、先ほどと同様に広く市民のかたに周知が行き渡るかと思って

おります。 

 他にご意見等ないようですので、次第３議題⑴「プロジェクト

の中間報告について」、まずは事務局から説明をお願いします。 

＜各プロジェクトの中間報告書の概要を簡単に説明＞ 

なお、この報告書については今期の活動の総まとめとして、本日座

長に最終報告し、次期推進会議へ申し送りするとともに、事務局にお

いてもこの報告書を基に、次期への活動をさらに進めていきたいと思

っております。 

各プロジェクトのリーダーから中間報告書について簡単な説明を

お願いしたいと思います。 

【事業系ごみ適正化プロジェクトの中間報告書についての説明】 

ただいまリーダーの深田委員から、事業系ごみ適正化プロジェクト

の中間報告書についての説明がありました。ご質問等ありましたらお

願いします。 

事業系ごみのアンケートを行っていくうえで、来年度の予算は

十分に確保されているか。 

事業所に対し、アンケートを発送する分と回答をいただく分の

郵送料を確保しています。ただし、調査に関し、委託して分析す

る訳ではありませんので、事務局と委員の皆さんで分析していき

たいと考えております。 
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アンケートをいつごろ実施し、分析して、推進会議にどのよう

に報告するのかスケジュールを明確にしたほうがよい。 

事業系ごみ適正化プロジェクトに限らず、推進会議のスケジュ

ールと各プロジェクトのスケジュールを示すことができればいい

と思います。また、できるだけアンケートも早めに取り組んでい

ただき、その後の分析を施策にどう反映していくかに時間をかけ

ることができるといいと思います。 

事業系ごみの出し方で、少量のごみであれば事業所がまとまっ

て事業系ごみを出すということは考えられないか。 

昔ながらのしっかりした組合組織があれば組合で取りまとめ、

一括でという方法も考えられるが、現状は難しい。 

事業所の業種は様々で、事業所がどのようにごみを排出してい

るのか全くわからない。そういった実態把握も含めアンケート調

査を行い、ごみをどのように排出しているかを確認したい。そこ

から問題が見えてくると思うので、まずはアンケートを行うこと。 

大きい事業所はよっぽどいいが、小さな事業所がきちんと事業

系のごみとして排出しているかが問題なので、そこに周知徹底が

できるかどうか。そこで初めて、市全体として事業系ごみの問題

が解決の糸口が出てくる。今まで事業所で出たごみを家庭系ごみ

として排出していた事業所が、適正に事業系ごみとして排出すれ

ば、自然と家庭系ごみも減ってくるのではないか。そうすると、

市民のごみ減量に対する努力の結果が、明確に出てくる。来年度

とりあえずアンケートを実施し、その次にアンケート調査に限ら

ず、隠れた部分の調査が第二段階で必要になってくると思われる。 

他にご意見等ないようですので、リサイクル広場拡充プロジェ

クトの中間報告書について、リーダーの松原委員から説明をお願

いします。 

【リサイクル広場拡充プロジェクトの中間報告書についての説明】 

ただいまリーダーの松原委員から、リサイクル広場拡充プロジェク

トの中間報告書についての説明がありました。他のリサイクル広場拡

充プロジェクト委員のかたからも一言ずついただきたいと思います。 

これからの検討事項を１１頁に提案させていただいた。 

毎週木曜日にリサイクル広場に従事していますが、市民のかた

がなかなかリサイクル広場を知らない。地元のかたでも知らない

ということが多いので、口コミで広がっていけばよいとは思うが、

目立つように看板を設置したり、また、あさぴー号に広告を出す

などして市民の目につくようなものが必要。 
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 服部委員と同じように、市民のかたがまだ知らないので、いろ

いろなツールを使って市民に知ってもらう必要がある。 

例えば、電柱を使って広告を出すといったことも考えられる。 

リサイクル広場に資源ごみを回収する場所という目的とは別の

目的を持たせてもいいのでは。そうすることによって、市民に対

するアピールになる。また、有償化については単純な方法、手法、

手続きを考えて行かないと、有償化の数も増えないと思われる。

たとえば、市民に任せるところは市民に任せ、後は場の提供をど

のようにしたらよいかを考えていく必要もあるのではないか。先

ほど言った別の目的と市民に任せるという部分を併せていくと、

リサイクル広場のこれからの役割がもう少し明確になり、施設を

どう改変していくかも明らかになっていくのではないかと感じ

た。 

リサイクルマーケット等も検討事項に上がっておりましたの

で、今後の検討課題としたいと思います。 

他にご意見等ないようですので、ごみ有料化プロジェクトの中

間報告書について、リーダーの杉島委員から説明をお願いします。 

【ごみ有料化プロジェクトの中間報告書についての説明】 

ただいまリーダーの杉島委員から、ごみ有料化プロジェクトの中間

報告書についての説明がありました。ご質問等ありましたらお願いし

ます。 

有料化がなぜ必要か、市民の理解を得られるか、また、市の財政が

どのくらい逼迫しているか、実際市民はわからない。今後の市の財政

のあり方も含め、市民にわかるようなかたちで、財政状況をきちんと

説明していく必要がある。 

次期推進会議においては、３つのプロジェクトの報告書を基に、効

果的・効率的に施策を進めていただきたいと思います。 

以上で予定していた議題は終了しましたが、次第４「その他」

ですが、事務局から何かありますか。 

 本日は、多数の貴重なご意見やご助言を賜り、誠にありがとうござ

いました。 

 また、構成員の皆さまにおかれましては、任期が３月３１日までと

なっておりますので、本日の会議が最後となります。 

平成２６年の９月から１年７か月間にわたり多大なるご協力をい

ただきまして誠にありがとうございました。皆さまの貴重なご意見を

基に、今後も基本計画に沿ってごみ減量を推進していきたいと思いま

す。今後もお気づきの点がございましたら、ご指導ご支援いただきま

すようお願いします。 
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最後に、東様からごあいさついただき、今期の推進会議を締めてい

ただきたいと思います。 

（あいさつ） 

 それでは、これをもちまして、平成２７年第５回尾張旭市循環型社

会推進会議を閉会といたします。皆さま長時間にわたり大変お疲れ様

でした。 


